
RACE REPORT
SUPER FORMULA ����        SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO･INGING Race Report

SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO･INGING Race Report  Season, 2025   ©INGING MOTOR SPORT

2025 年４月 20 日（日）
予選・決勝

天候：曇り　路面：ドライ

#38　阪口 晴南
予選　４番手　決勝：５位

#39　大湯 都史樹
予選　８番手　決勝：７位

　４月 19 日（土）に行われた第３戦では、阪口晴南が予選

10 番手から 6 位入賞。一方の大湯都史樹は 11 番手からス

タートするも、１コーナーでの接触によりリタイアとなった

SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING。 フ

リー走行から好感触は得ていたものの、公式予選 Q2 で伸

　迎えた４月 20 日（日）は薄曇りのなか、午前９時 10 分

から第 4 戦の公式予選が始まった。気温 20 度／路面温度

24 度と前日の第 3 戦よりもやや涼しいコンディションのな

か、まずはＡ組に出走したのは大湯だ。

　初日から好感触を抱きながら、第 3 戦は予選 Q2 以降い

まひとつ噛みあわない一日となってしまった大湯は、一度

ピットに戻った後すぐにコースに。アタックを展開すると１

分 32 秒 216 というタイムを記録。３番手に飛び込み、きっ

ちりと Q2 進出を果たした。

　続くＢ組には阪口が出走した。Ａ組の大湯同様、一度ピッ

トに入り、再度コースイン。前日に比べてウォームアップが

難しいなか「コンディションが不安定でした」というものの、

１分 32 秒 484 というタイムを記録し５番手に。SANKI 

VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING は第 3 戦に続

き２台が Q2 進出を果たしてみせた。ただ、２台が課題と

していたのは Q2 だ。

　ウォームアップを経て展開されたアタックでは、Q2 に向

けて「少し冒険するような方向」にセットアップに変更した

阪口が１分32秒032までタイムアップ。攻めのセットアッ

プ変更が功を奏し、４番手につけた。

び悩んだことが第 3 戦では両車にとって課題となっていた。

この第 2 大会は、前大会に続き１大会２レース制。４月 20

日（日）の第 4 戦で課題の解決、そしてさらなる上位進出

に向け、チームはアクシデントに見舞われた大湯車の修復、

そしてセットアップの改善を進めていった。

　一方の大湯は、ウォームアップ時の集団のなかでの位置取

りに苦戦。タイヤを温めきれず、１分 32 秒 253 を記録す

るも、僅差のなか８番手という結果に。４列目となった。

　前日の第３戦よりも良いグリッドではあるものの、「もう

少し予選の中での戦略を練ることができていればと思いま

す。2 番手に入れていてもおかしくなかった」と大湯は Q2

でパフォーマンスを活かしきれなかったことを悔しがった。

　とはいえ、２台ともにフィーリングは良好。決勝での上位

進出に向けて期待をもって予選を終えた。

Round.04　MOTEGI
第４戦　モビリティリゾートもてぎ

公式予選QUALIFY ４月 20 日（日）　9:10 〜 9:52　天候：曇り　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'32.043 ／ #39　大湯都史樹　1'32.216
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　第３戦同様、予選終了から約５時間のインターバルで迎え

た第４戦の決勝レース。この日のモビリティリゾートもてぎ

は曇り空が続き、気温 26 度／路面温度 34 度というコンデ

ィションのもと、午後２時 55 分からレースの火ぶたが切っ

て落とされた。

　スタートについて、阪口は「グリッドについてから、レッ

ドシグナル消灯までの時間が上位陣だと長いですよね。僕は

毎戦予選位置が安定していないので、少し不安がありました」

と口にしていたが、「無難に」スタートを決め４番手につける。

そして、その背後に続いたのは、好スタートを決め、抜群の

位置取りで１コーナーを抜けた大湯だ。SANKI VERTEX 

PARTNERS CERUMO・INGING は４〜５番手でオープ

ニングラップを戦った。

　しかしその後方では、１コーナーで３台が絡むアクシデン

トが発生し、これでセーフティカーが導入された。今回の第

4 戦は、ピットウインドウがない。つまりこのセーフティカ

ーラン中にピットに入ることが可能となり、タイムを稼ぐこ

とができる。

　SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING は、

ここで事前の想定に従い阪口、大湯の順でダブルピットを行

った。阪口の作業を待たなければならない大湯にとってはロ

スに繋がり、実際にピットアウト後はわずかにポジションを

落としたが、セーフティカーラン中であることからロスは最

小限となった。

　一方の阪口はピットアウト時、#37 サッシャ・フェネス

トラズに前を塞がれる危険なシーンもあったが、相手にアン

セーフリリースの裁定は出ず。６周目のリスタート後、阪口

は 12 番手、#14 大嶋和也をはさみ大湯は 14 番手でレー

ス中盤を戦っていった。

　中盤、阪口は #14 大嶋から攻め

られる状況ではあったものの、抜か

れるまでには至らず。ポジションを

守っており、あとはコース上にステ

イしたチームがどんなペースで走る

か、そしていつピットに入り、阪口

と大湯に対しどの位置でピットアウ

トするかがポイントとなった。

　そんな中、レースが 20 周を過ぎ

るころになると、ステイアウト組が

ピットイン。少しずつ阪口、大湯の

順位が上がっていった。

　22 周目にはステイアウト組のト

ップだった #5 牧野任祐がピットイ

ンし、阪口、#14 大嶋がこれをか
わしていくが、フレッシュなタイヤを履く #5 牧野のペース

は圧倒的に速く、25 周目に阪口は先行を許してしまう。

　その後、各車がピットインを終えると、阪口は５番手につ

ける。レース終盤、前を行く #37 フェネストラズ、さらに

阪口、#14 大嶋、大湯という集団がパックで終盤を戦った

が、順位変動はなく、阪口は５位、大湯は７位でフィニッシ

ュ。第 4 戦は２台が揃ってポイントを得ることになった。　

４月 20 日（日）　14:55 〜 16:03　天候：曇り　路面：ドライ
ベストタイム　#38　阪口晴南　1'36.122（7L) ／ #39　大湯都史樹　1'36.019（7L）決勝レースRACE
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ドライバー／監督コメント

38　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

39　大湯 都史樹　TOSHIKI OYU

監督　立川 祐路　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「スタートは無難に切ることができましたし、セーフティカーが入ったときにピット

に入る判断も間違っていませんでした。ただ、ピットアウト時に 37 号車に塞がれて

しまったのは悔しいです。その後のペースはすごく良いわけではありませんでしたが、

空気の流れが悪いなかで順位を守ることができました。結果的に２戦連続でポイント

を獲ることができたのは大きなことですが、次の欲が出てきますからね。トップ３台

のペースを目の当たりにするとガッカリするところもありました。表彰台まであと一

歩ですが、そのあと一歩が大きいですね。レベルが上がったのは良いことなので、こ

の調子を維持しながらレベルを上げ、オートポリスで表彰台を目指していきたいです」

「スタートの位置取りも良く順位を上げることができましたが、１周目のセーフティ

カーの影響で連続ピットになり、苦しい展開となりました。終始ペースを保つために

試行錯誤はしたものの、結果的にペースが良かったかと言われれば、それほどではあ

りませんでした。まだ課題があると感じたレースになりましたし、１周目のセーフティ

カーランでピットに入らない戦略を採ったとしても、ペースがなければ難しかったと

思います。結果としては、今回やれることはできたのではないでしょうか。次戦のオー

トポリスは実はあまり相性が良くないのですが、予選、決勝を通じて安定してパフォー

マンスを出すための原因を探り、準備していきたいと思います」

「１周目からセーフティカーが入る展開となり、２台が同時に入るダブルピットの戦

略を採りました。事前にこういったケースのときは２台同時に入るということは決め

ていたのですが、大湯選手にとってはスタートでポジションを上げていたにも関わら

ず、ピットで阪口選手の作業を待つかたちになったので、その点は残念でしたね。そ

の後はふたりがしっかりと走ってくれて、２台が揃って入賞することができたので良

かったのですが、もちろん目指していたものは表彰台なので、そこに届かなかったこ

とは悔しいですし、今後改善していかなければと思っています。次戦はオートポリス

ですが、しっかり準備をしていきたいと思います。応援ありがとうございました！」
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リザルトRESULT
第４戦モビリティリゾートもてぎ　決勝結果

ドライバーランキング（上位） チームランキング
Rank.	 No.	 Driver				    Total

1	 6	 太田格之進	 	 	 61
2	 5	 牧野任祐		 	 	 60
3	 15	 岩佐歩夢		 	 	 41
4	 36	 坪井翔	 	 	 	 31
5	 16	 野尻智紀		 	 	 21	
6	 65	 I. オオムラ・フラガ	 	 20
7	 38	 阪口晴南		 	 	 16
8	 64	 佐藤蓮	 	 	 	 16
9	 37	 サッシャ・フェネストラズ	 	 11
10	 3	 山下健太		 	 	  9

12	 39	 大湯都史樹	 	 	  8

Rank.	 Team					     Total

1	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	  111
2	 TEAM MUGEN	 	 	 	  51
3	 VANTELIN TEAM TOM’S	 	 	  42
4	 PONOS NAKAJIMA RACING	 	  35
5	 SANKI VERTEX PARTNERS CERUMO･INGING	 20
6	 Kids com Team KCMG	 	 	  17
7	 KONDO RACING		 	 	   9
8	 docomo business ROOKIE		 	   8
9	 San-Ei Gen with B-Max	 	 	   3

Pos. No. Driver Car Engine Laps Total Time Gap

1 6 太田格之進 DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:04'16.052

2 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:04'20.721 4.669

3 15 岩佐歩夢 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:04'21.446 5.394

4 37 S. フェネストラズ VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'42.526 26.474

5 38 阪口晴南 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'43.535 27.483

6 14 大嶋和也 docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'44.723 28.671

7 39 大湯都史樹 SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'45.813 29.761

8 7 野中誠太 Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'47.538 31.486

9 65 I. オオムラ・フラガ PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:04'48.232 32.180

10 16 野尻智紀 AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:04'50.293 34.241

11 4 Z. オサリバン REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'51.232 35.180

12 64 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:04'51.453 35.401

13 3 山下健太 REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'55.334 39.282

14 50 小出峻 San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:04'55.867 39.815

15 28 小高一斗 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'56.432 40.380

16 8 福住仁嶺 Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:04'59.952 43.900

17 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:05'11.949 55.897

18 12 三宅淳詞 ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 37 1:05'13.894 57.842

19 20 高星明誠 ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 37 1:05'14.536 58.484

以上完走

1 坪井翔 VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD 01F 32 1:05'27.410 5Laps

 19 小林利徠斗 ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD 01F 25 45'33.458 12Laps

29 平良響 KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD 01F 0


